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民
間
信
仰

信
仰
に
関
す
る
も
の
は
、
他
車
に
お
い
て
直
接
、
間
接
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
は
多
少
の
重
複
は
や
む
を
え
な
い
と
し
て
も
、
一
応
、
他
事
に
お
い

て
問
題
と
し
て
い
る
観
点
を
離
れ
て

㈲
主
と
し
て
、
民
間
の
俗
信
に
つ
い
て
、
住

民
の
心
情
生
活
に
お
け
る
意
義
の
面
か
ら
取
り
上
げ
、
㈲
あ
わ
せ
て
久
万
町
内
に
あ

る
神
社
、
仏
閣
に
直
接
関
係
し
な
い
諸
宗
教
の
沿
革
及
び
現
勢
の
概
況
に
つ
い
て
も

触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

㈲
に
つ
い
て
は
、
文
書
、
記
録
の
類
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
し
た
が
っ
て
実
地
踏
査

及
び
、
各
地
域
の
古
老
と
の
面
談
に
よ
っ
て
得
た
も
の
を
資
料
と
し
て
い
る
。
幸
い

に
し
て
ご
く
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
非
常
に
形
の
変
わ
っ
て
き
た
も
の
、
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
も
の
、
滅
亡
の
寸
前
に
あ
る
も
の
な
ど
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

口
述
内
容
は
、
個
々
別
々
で
そ
の
差
は
あ
る
が
、
全
体
に
つ
い
て
大
略
を
記
せ
ば
、

こ
れ
ら
の
古
老
が
若
い
こ
ろ
(
あ
る
い
は
子
供
の
こ
ろ
)
に
、
①
昔
は
こ
の
よ
う
に
し

て
い
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
②
実
際
に
し
て
い
た
の
を
見
た
こ
と
が

あ
る
。
③
実
際
に
行
っ
た
。
④
第
二
次
世
界
大
戦
前
ま
で
は
行
っ
て
い
た
。
⑤
昭
和

三
〇
年
ご
ろ
ま
で
行
っ
て
い
た
。
⑥
昭
和
四
〇
年
ご
ろ
ま
で
行
っ
て
い
た
。
⑦
現
在

も
昔
の
ま
ま
行
っ
て
い
る
。
⑧
方
法
は
多
少
変
わ
っ
た
が
現
在
も
続
け
て
行
わ
れ
て

い
る
。
と
分
け
た
場
合
、
①
②
③
に
該
当
す
る
も
の
が
最
も
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
事
で
は
概
略
一
五
〇
年
く
ら
い
前
ま
で
は
確
実
に
さ
か
の
ぼ
り
得
る
も
の

で
あ
る
が
、
現
況
で
は
な
い
。
は
な
は
だ
流
動
性
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

資
料
は
、
個
人
の
生
活
及
び
村
落
共
同
体
、
あ
る
い
は
家
庭
、
あ
る
い
は
産
業
に

二
二
二

従
事
す
る
日
常
生
活
全
般
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
事
象
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
ま
ず
、
各
地
区
に
共
通
の
宗
教
的
行
事
(
年
中
行
事
)
に
つ
い
て
そ
の
相
違

点
に
注
意
し
な
が
ら
順
に
記
述
し
、
つ
い
で
、
同
じ
く
各
地
区
共
通
の
行
事
で
は
あ

る
が
恒
例
の
年
中
行
事
と
は
言
い
か
た
い
も
の
を
挙
げ
、
そ
の
異
同
を
み
て
い
く
こ

と
に
す
る
。
更
に
あ
る
地
区
に
の
み
伝
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
宗
教
的
行
事
、
及
び

信
仰
形
態
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
沿
革
に
つ
い
て
も
で
き
る
か
ぎ
り
触
れ
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

な
お
、
資
料
の
分
類
、
整
理
に
当
た
っ
て
注
意
し
た
点
は

ア
、
各
部
落
共
通
の

も
の
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
特
色
は
な
い
か
。
ィ
、
仏
教
系
、
神
道
系
と
い
っ
た
性

格
の
特
色
が
み
ら
れ
る
か
。
ウ
、
地
形
的
に
み
た
閉
鎖
性
を
持
っ
て
い
る
か
。
エ
、

産
業
構
造
上
の
特
色
が
認
め
ら
れ
る
か
。
オ
、
旧
久
万
町
に
つ
い
て
門
前
町
、
宿
場

町
と
い
っ
た
特
色
が
認
め
ら
れ
る
か
。
等
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
宗
教
的
行
事
の
ほ

と
ん
ど
が
部
落
単
位
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
年
中
行
事
が
大
半
で
あ
る
こ
と

等
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
久
万
町
全
体
と
し
て
の
地
域
的

態
様
と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
住
民
の
生
活
意
識
に
根
深
く
食
い
込
ん
だ
信
仰
感
情

に
お
い
て
共
通
に
認
め
ら
れ
る
特
色
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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一

久

万

一
身
祈
稽
と
し
て
、
組
の
二
二
月
に
組
中
の
者
が

二

一
組
全
員
で
械
の
木
の
竜

中
七
人
ほ
ど
が
回
り
持

一
合
半
の
米
を
持
ち
寄
り
、
一
神
に
雨
を
も
ら
い
受
け

ち
で
当
番
と
な
り
、
米

一
念
仏
を
請
し
、
版
木
で

一
に
行
く
。

二
合
半
を
持
ち
寄
り
、

一
守
を
作
り
畑
に
立
て
祈
一

念
仏
を
唱
え
念
珠
を
繰

一
願
を
す
る
。

っ
て
身
体
健
全
を
祈
る
。一

信

仰

形

態

共
通
性
を
有
す
る
信
仰

日念

待仏

ちの

祈口も

譜開t

野

尻

正
月
一
六
日
お
宮
で
念

珠
を
繰
り
、
中
で
太
鼓

を
た
た
き
な
が
ら
念
仏

を
唱
え
た
。

あ

せ

ぶ

だ

に

馬
酔
木
谷
は
、
旧
正
月

一
六
日
ま
で
に
神
社
か

ら
行
き
、
組
日
待
ち
を

す
る
。

他
は
有
志
の
家
の
み
戸

別
に
行
う
。
各
戸
に
祈

鵡
の
守
り
、
組
境
道
に

関
札
(
守
り
)
を
立
て

る

生

各
組
ご
と
に
会
堂
で
大

宝
寺
、
三
島
神
社
(
昭

和
に
な

っ
て
か
ら
)
に

出
向
き
祈
願
す
る
。
各

菅

第
一

O
章

民

間
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仰

麦

祈き

彼
岸
前
後
に
種
麦
を
持

ち
寄
っ
て
念
仏
を
唱
え

祈
願
を
し
た
。

春
彼
岸
に
堂
に
集
ま
り

念
仏
を
唱
え
た
後
、
版

木
札
に
「
奉
修
百
万
遍

念
仏
祈
願
」
と
書
き
そ

l龍t

雨

乞

小
学
校
下
「
竜
の
口
」

や
縦
の
木
の
竜
神
に
雨

乞
い
に
行

っ
た
。
時
に

は
泊
ま
り
が
け
で
宇
和

島
方
面
の
竜
王
神
に
も

雨
乞
い
に
行
っ
た
と
い

A
ノる堂酒第

。に料ー

龍tを段
り集階
念め
仏各各
を組戸
唱のか
え 宮 ら

し、

な I!鳥け組
がらて々
らし、が
田 、法ほ松土
畑鐘螺ら明と
をを貝れこ
回たを火
り た 吹 を
川ききっ

虫

祈

鱒
淵
で
松
明
に
火
を
つ

け
、
鐘
や
太
鼓
を
鳴
ら

し
な
が
ら
田
畑
を
回

っ

て
老
人
ホ

l
ム
前
の
川

に
流
し
て
虫
送
り
を
し

た。大
谷
橋
で
松
明
に
火
を

つ
け
、
法
螺
貝
を
吹
き

鐘
や
太
鼓
を
た
た
き
な

が
ら
、

三
晩
続
け
て

三

通
り
の
道
を
通
り
、

三

島
神
社
御
旅
所
下
の
川

に
流
し
て
送
っ
た
。

I帯

山

の

神

祭

り

正
月
二
ハ
日
ま
で
に
馬

頭

寺

で

行

っ

た

事

も

あ

っ
た
が
、
以
前
は
大

宝
寺
か
ら
出
向
き
祈
願

祭
り
、
塔
婆
供
養
し
た

後
、
野
尻
地
区
山
頂
の

「
山
の
神
社
」
に
行
っ

て
ま
つ

っ
た
。

ま
つ

組
々
に
柁
り
、
特
に
北

村
で
は
一
般
に
「
大
宝

さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
宮

で
盆
の

一
六
日

・
大
山

盆

巡
拝
者
へ
の
接
待

盆
踊
り
を
し
た
。
入
野
一
有
志
に
よ

っ
て
、
巡
拝

地
区
は
高
山
寺
に
行
き
、
一
者
の
盛
ん
に
来
る
季
節

念
仏
や
「
オ
イ
ネ

l
オ
一
に
行
っ
た
。

ン
メ

l
ミ
ン
ド

l
ワ

l
」
一

と
唱
え
な
が
ら
先
祖
供

一

養
を
行
っ
た
。

宮
ノ
前
薬
師
堂
に
お
い

て
、
旧
七
月
七
日
大
宝

寺
か
ら
出
向
き
組
施
餓

鬼
を
行
っ
た
。
槻
組
は

昭
和
の
初
め
ご
ろ
か
ら

大
師
講
を
結
成
し
、
春

の
季
節
に
、
遍
路
道
や

大
宝
寺
で
食
物
、
品
物

の
接
待
を
行
っ
た
。

各
戸
が
遍
路
道
、
大
宝

寺
で
食
物
、
品
物
の
接

待
を
し
、
善
根
宿
も
行

っ
た
。

一
一一一一
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神

旧
一
月
一
回
目
、
会
堂

で
東
光
寺
(
美
川
村
七

鳥
、
大
宝
寺
末
寺
)
よ

り
出
向
き
十
六
善
神
を

杷
り
、
大
般
若
経
六
百

巻
を
請
し
、
そ
の
経
典

日念

待仏

ちの

祈口L
稿開t

戸
に
守
り
を
渡
し
、
組

境
に
関
札
を
立
て
る
。

鬼
の
金
剛
に
は
弁
当
、

箸
を
つ
け
る
。

正
月
一
六
日
ま
で
に
祈

躍
し
、
鬼
の
金
剛
は
正

月
七
日
ま
で
に
吊
る
す
。

谷

麦
れ
を
畑
に
立
て
る

祈き

薦i

雨

乞

第
二
段
階
、
各
組
か
ら

代
表
が

三
人
ず
つ
出
て

久
万
町
縦
の
木
の
竜
神

に
水
を
乞
い
に
行
っ
た
。

あ
る
時
は
、
御
神
体
を

持
ち
帰
っ
た
り
し
た

(
菅
生
中
道
)
。

第
三
段
階
大
野
が
原
竜

神
社
に
行
っ
た
。

縦
の
木
竜
神
に
行
く
。

寺
や
神
社
の
「
作
守
」
一
曽
我
神
社
で
祈
薦
し
た

を
立
て
祈
願
を
行

っ
た
。一
後
、
阿
弥
陀
が
森
に
登

り
石
鎚
神
社
に
向
か
っ

て
祈
願
し
雨
を
も
ら
い

受
け
る
。

し、

六
月
下
旬
か
ら
七
月
上

旬
に
か
け
て
、
お
宮
で

般
若
心
経
千
巻
と
祝
詞

を
唱
え
た
後
、
松
明
に

火
を

つ
け
、
鐘
、
太
鼓
、

鉄
砲
を
鳴
ら
し
な
が
ら

虫

祈

に
流
す
。

松
明
に
火
を
つ
け
田
畑

を
回

っ
て
川
に
流
す
。 鵡

各
人
が
杷
り
旧
七
月
九

日
の
赤
迫
の
山
の
神
を

盛
大
に
杷
っ
た
。

山

の

神

祭

り

鎮
め
の
祈
祷
を
行
っ
た

そ
の
鐘
太
鼓
が
残
っ
て

い
る
。

e-
つ

各
人
が
杷
り
、
旧
七
月

九
日
の
赤
迫
の
山
の
神

を
盛
大
に
配
っ
た
。

盆

旧
七
月
七
日
大
宝
寺
に

代
表
が
行
き
、
施
餓
鬼

旗

(
五
如
来
旗
)
を
書

き
回
向
を
し
て
貰

っ
た

の
を
持
ち
帰
り
組
中
で

杷

っ
て
施
餓
鬼
を
し
た
。

高
山
寺
に
お
い
て
夏
祈

祷
を
し
、
境
内
で
は
念

仏
踊
り
、
子
供
相
撲
を

行
っ
た
。
旧
八
月
一
五

日
武
田
天
堂
で
観
音
縁

日
と
し
て
温
泉
郡
、
伊

予
郡
か
ら
来
て
奉
納
相

撲
を
聞
き
参
集
客
、
相

撲
取
り
の
た
め
の
宿
ま

で
で
き
た
。
高
山
、
皿

木
で
は
一
四
日
に
相
撲

が
聞
か
れ
相
撲
宿
も
で

き
た
。

観
音
堂
で
盆
の
七
日
、

一
四
日
に
地
域
全
体
の

人
々
が
集
ま
り
念
仏
を

唱
え
て
施
餓
鬼
を
行
う
。

四
巡
拝
者
へ
の
接
待

各
組
に
大
師
講
を
組
織

し
、
講
で
「
小
豆
飯
」

ぞ

う

り

「
寿
司
」
「
餅
」
「
草
履
」

「
わ
ら
じ
」
な
ど
を
作

っ
て
、
道
端
の
家
を
借

り
、
各
当
番
が
出
て
接

待
所
を
設
け
巡
拝
者
の

奉
仕
を
行
っ
た
。

善
根
宿
、
食
物
の
接
待

を
そ
れ
ぞ
れ
行
う
。



上 畑 父

直 野

瀬 )11 峰

の金岡を吊る1大般経言若をし面

る 守り、組境剛を 経若請をし 寺か いと 二 け鬼 札渡関をき る鬼つ向き、組各ど 関札を渡き 大般若経ら 渡し 番を当 組で 餅を 回る 入りとそ O 六 すので
さの日のの

て吊 の 作っ 戸つ各き 番当。 組箱持のを中ち
関札を渡き に吊 、出向らき

れた 年は でま 金剛弁当 寺か金組剛を境経大般若を 六十 にと

。縁起がにににれ守らとり 神善を 寺
れのする家か鬼た の

す る鬼
落ちつけ箸付をる。 に語し か出ら

る 守 ら の に 家

れす。金の大般 。とり 寺か 川を金剛配り では
鬼 悪るる 吊杷

祈願すをり れそ たし 春彼岸

持を 貰守札をり に
つ寺

る。 畑てを つ 祈掃をで

回て

を唱える 墨神社石
っま た てつげし 唱え、太鼓を 竜王

持帰をち 行にき、腹にあ 二

祈願すをり 各竜王 願祈 なが 扇団?v?こ 神社 る 瓶Eぉる 名地域

神を すを念珠繰をら をわた 龍に

龍念仏り

。の か桂

る 川淵 る。 上げ下念仏をき り
中めケ

の さ 森中
。にま 鐘 水ん

輿やt 七旧 回鼓鳴をら 明人 われ す。 畑を田り に月
、月

j下11 火を に日 た虫

般経大若 二人に日

。の 回

にしつ選を
年多し、j下り11 

流す。地域をて 鐘け、んで
の Uこ Uこ
は神み 太松 行流

てい れぞ 各小組

た れ
。ヵ:

祭と
日に

定を 杷り

めそ

祭てとし 神駄場明
行をうホ l イ ミ イ が 三善通寺 仏を七旧 主和初年昭音を 玉イドミンネ集

」ホン ド l ま四 唱え七月(岡 記庵泉寺

等施餓見唱え イ ド l 、念仏り 日 に 供養すを 日長憲) 回に り
の |ワホ 地域 て

七月|日 慶天皇長
ノワ 、ン 七|日

祖先 かけ正大十一メ、ナマやの
| ノム 1 --，人月 にがてか面観
ドメア、オ々ー る 念 、庵 ら

に々 持ち 二 講作大師を をL、食物が 遍路道

行つ 回り、吾家庭メ場五を日斗
善根宿行をう。物品 においた。待接 り

の て

戸は 毎月 待接 各戸
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O
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民

間

信
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五



第
三
編

民

俗

文

化

日念

待仏

ちの

祈口L
鵡開存

麦

祈き念仏用具

下

直

瀬

一
一月
一
目
、
各
組
の
有

志
が
集
ま
り
念
仏
を
唱

え
る
。

l帯i

竜
神
に
二
夜
三
日
龍
り
、

鑑
、
太
鼓
を
た
た
い
て

百
万
遍
を
唱
え
祈
願
を

す
る
。 雨

乞

し、

回ノ
る月

神T
興l
を
か
つ
ぎ

虫

祈

い
っ
た
経
箱
を
若
衆
が

か
つ
ぎ
組
中
を
回
る
。 鵡

山

の

神

祭

り

盆

五
日
各
組
(
永
子
・段
・

中
組
・下
組
)
か
ら
そ
れ

の
ぼ
り

ぞ
れ
峨
を
立
て
、
鐘

・

ほ

ら

が

い

太
鼓

・
法
螺
貝

・
松
明

そ
ろ

を
揃
え
「
な
む
あ
み

だ
l
」
と
口
々
に
唱
え

な
が
ら
組
中
を
練
り
歩

き
、
浄
福
寺
に
集
合
し

て
供
養
塔
の
あ
る
明
神

駄
場
に
む
か
う
。
明
治

一
五
年
ご
ろ
ま
で
行
い
、

の
ぼ
り

最
近
は
、
峨
の
み
立
て

て
供
養
の
形
を
と
ど
め

て
い
る
。
念
珠
や
鐘
が

残
っ
て
い
る
。

千
手
観
音
を
肥
る
観
音

堂
に
、
一
五
日
に
組
中

の
者
が
集
ま
り
念
仏
を

唱
え
て
、
盆
踊
り
等
を

戸行
っ
た
。

旧
七
月

一
五
日
、
地
蔵

堂
で
組
の
人
々
が
、
ロ

l
ソ
ク

二
本
、
酒
一
合

を
各
自
持
参
し
、
念
仏

を
唱
え
て
組
施
餓
鬼
を

あ
わ

行
う
。
併
せ
て
明
神
駄

場
の
長
慶
天
皇
菩
提
の

た
め
に
、

百
八
灯
を
奉

一 」

/， 

巡
拝
者
へ
の
接
待

古
岩
屋
に
、
地
域
で
集

め
た
品
々
を
持
ち
寄
り
、

ふ
た
り
が
当
番
と
な
っ

て
巡
拝
者
へ
の
接
待
を

し
た
。
も
し
巡
拝
者
に

病
人
が
出
た
場
合
は
、

小
屋
を
造
り
、
ふ
た
り

が
食
事
等
を
運
ん
で
養



備

考

こ
れ
は
、
十
六
善
神
、

日
天
、
月
天
を
杷
り
、

大
般
若
経
六
百
巻
を
請

し
、
念
仏
を
唱
え
て
一

か
年
の
組
中
安
全
、
風

雨
順
時
、
五
穀
豊
穣
を

祈
願
す
る
も
の
で
あ
る
。

組
員
こ
ぞ
っ
て
参
加
し

祈
願
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が

大
般
若
経
の
守
り
を
受

け
、
す
べ
て
の
組
境
に

は
関
札
と
い
う
組
中
安

全
を
祈
願
す
る
守
り
が

立
て
ら
れ
る
。
あ
わ
せ

て
藁
で
作
っ
た
鬼
の
金

剛
が
組
境
の
道
を
渡
し

て
吊
る
さ
れ
た
。
そ
れ

に
は
、
十
六
善
神
へ
の

弁
当
ま
で
が
添
え
ら
れ

た
。
(
菅
生

・
父
二
峰
)

現
在
は
ほ
と
ん
ど
見
る

こ
と
な
く
関
札
の
み
で

あ
る
。

第
一

O
章

民

間

信

仰

久
万
地
区
は
仰
西
翁
の

水
路
の
た
め
、
水
の
心

配
は
他
の
地
区
ほ
ど
で

は
な
か
っ
た
ら
し
い
が
、

大
部
分
は
高
い
山
の
頂

た

き

び

上
に
て
焚
火
を
し
て
祈

願
を
し
た
。

特
例
と
し
て
明
治
初
年

大
雨
乞
い
が
行
わ
れ
た
。

稀
な
異
常
干
越
の
た
め

口
番
の
農
民
こ
と
ご
と

く
が
大
宝
寺
に
集
ま
り
、

み
の

全
裸
体
で
蓑
笠
を
つ
け
、

腰
に
荒
布
(
荒
雨
の
意
)

を
巻
き
付
け
フ
リ
マ
ラ

(
降
子
の
意
)

で
千
人

踊
り
を
し
た
と
言
う
。

虫
の
多
い
年
に
行
わ
れ
、
て
」
の
杷
事
は
、
山
仕
事

暗
く
な
っ
て
か
ら
組
ご
一
を
す
る
者
が
、
正
月

・

と
で
行
っ
た
。

五
月
・
九
月
の

二
八
日

し
っ
た
い

に
悪
魔
悉
退
の
不
動
明

王
縁
日
に
ち
な
ん
で
ま

つ
っ
た
も
の

で
あ
る
。

納
し
た
。
翌
日
は
念
仏

を
唱
え
て
仏
送
り
を
し

た
。
薬
師
堂
で
念
仏
を

唱
え
盆
踊
り
を
し
た
。

ま
た
明
治
四

O
年
ご
ろ

か
ら
は
相
撲
を
と
っ
て

し
た

生
を
し
た
。
死
亡
し
た

時
は
、
夜
は

三
人
、
昼

は
二
人
で
と
ぎ
を
し
、

役
場
に
連
絡
を
と
っ
て

処
置
を
し
た
。
こ
れ
ら

一
切
を
、
組
長
が
責
任

者
と
な
っ
て
行
っ
た
。

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
一

O
年
ご
ろ
に
か
け
て

三
、

四
月
に
は
、
日
に
三
、

四

O
O人
前
後
の
巡
拝

者
が
列
を
な
し
た
。
各

地
に
お
い
て
は
個
々
に
、

あ
る
い
は
集
団
で
、

競
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
も

の
の
接
待
を
し
、
宿
の

提
供
を
も
し
た
。

七
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